浦戸湾展」対談　浦戸湾の現状と未来
～山崎圭次の「生コン事件」の今日的な意義を考えよう～
　　　　　１０月３０日（日曜）　　　　午後１時３０分～３時００分

（話し手）岡崎洋一郎（浦戸湾の自然を未来に残す会会長）
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田中　正晴（浦戸湾を守る会事務局長）
「浦戸湾の自然を未来に残す会」は、昨年４月桂浜の坂本龍馬記念館の駐車場横に「浦戸湾の碑」を除幕した。

碑には「浦戸湾を守る会」会長だった山崎圭次先生の書かれた「星よりのことづて」の一文が刻まれている。


「『ゆたかになる』ことは『愛することを知ること』であることを　言いたかったからであり、それで、いつでも、君の愛に応え得るように、自然を美しく保ちたいからである。・・・・・」

山崎先生らの「生コン事件」から今年は４０年となる。あらためて「ゆたかになること」を考えながら、 ”蘇った浦戸湾”の水質、生態系から湾内の干満の流れ等を概括し、今日の湾の社会的役割を話合う。
湾口には津波対策の３００億円超費用で直立浮上式防波堤建設が予定されている。
重大な課題になりつつある桂浜駐車場問題の抜本的な解決策として、浦戸湾を活かし海上交通を再考し皆さんの意見も聞きたい。桂浜の人気は昔から高く、その浜へ往きもどる際の湾内での舟遊びの優雅さは」「土佐の風情」であり、「土佐文化」の原点だったのだ。
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